
12月定例議会

　
12
月
定
例
議
会
は
、
11
月
24
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で
の
19
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
20
件
が
提
案

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
の
「
障
が
い
児
者
の
生
き
る
基
盤
と
な
る
『
暮
ら
し
の
場
』
の
早
急
な
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」
は
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
慎
重
な
取
り
組
み
を
求
め
る
請
願
」
は
賛
成
多
数
で

採
択
と
な
り
、
「
宮
代
町
に
お
い
て
、
杉
戸
町
と
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
を
求
め
る
こ
と
」
の
請
願
は
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
12
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

賛
成
11
、反
対
１
で
可
決

小
学
校
の
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
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今回の補正で、すべての小学校の普通教室と音楽室にエアコンが設置される

■
56
教
室
の
内
訳
は

問 

小
学
校
２
～
６
年
生
の
56
教

室
と
い
う
こ
と
だ
が
、
内
訳
は
。

答 

須
賀
小
16
︵
普
通
教
室
15
、

音
楽
室
１
︶、
百
間
小
16
︵
普
通

教
室
15
、
音
楽
室
１
︶、
東
小
12

︵
普
通
教
室
12
、
音
楽
室
は
設
置

済
み
︶、
笠
原
小
12
︵
普
通
教
室

11
、
音
楽
室
１
︶
の
普
通
教
室
が

53
、
音
楽
室
が
３
、
合
計
で
56
と

な
っ
て
い
る
。

■
今
後
の
日
程
は

問 

い
つ
頃
完
成
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

答 

予
定
は
、
施
工
業
者
を
決
め

る
た
め
の
入
札
が
９
月
議
会
。
そ

の
後
、
工
事
を
着
工
し
、
完
了
は

平
成
30
年
３
月
を
予
定
し
て
い
る
。

■
中
学
校
へ
の
設
置
は

問 

残
り
の
中
学
校
１
～
２
年
生

へ
の
設
置
の
見
通
し
は
。

答 

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

の
補
助
申
請
を
小
学
校
と
中
学
校

を
一
緒
に
行
っ
た
。
小
学
校
は
採

択
さ
れ
た
が
、
中
学
校
の
採
択
の

可
能
性
も
高
い
と
考
え
て
い
る
。

■
財
政
調
整
基
金
で
実
施
を

問 

国
の
補
助
金
は
多
く
は
な
く
、

起
債
は
借
金
が
膨
ら
む
だ
け
。
公

平
性
の
観
点
か
ら
も
財
政
調
整
基

金
で
早
く
実
施
す
べ
き
。

答 

こ
れ
ま
で
予
算
計
上
し
て
き

た
が
、
付
帯
決
議
が
あ
っ
た
の
で

国
の
補
助
申
請
を
し
て
き
た
。

■ 

今
回
設
置
さ
れ
る
年
間
経
費
は

問 

公
債
費
も
合
わ
せ
た
、
年
間

経
費
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答 

光
熱
水
費
な
ど
が
１
台
当
た

り
６
万
円
×
56
台
＝
３
３
６
万
円
。

年
間
の
保
守
点
検
費
が
74
万
円
程

度
。
地
方
債
が
１
２
４
４
万
円
。

　

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
年
間

の
経
費
は
約
１
６
５
４
万
円
と
見

込
ん
で
い
る
。

［
賛
成
討
論
］ 

丸
藤 

栄
一 

議
員

　

一
昨
年
の
９
月
議
会
に
エ
ア

コ
ン
設
置
の
請
願
が
町
民
か
ら

提
出
さ
れ
て
い
た
。

　

今
回
は
そ
う
し
た
中
で
、
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
み
な
さ

ん
が
、「
ぜ
ひ
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
に

か
な
っ
た
予
算
化
で
あ
る
の
で
、

本
補
正
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

　

12
月
議
会
で
は
、
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た
小
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
の
実
施
や
職
員
の
給
与

改
定
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
積
立
な
ど
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
に
２
億
４
１
１
２
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
０
１
億
６
３
７
９
万
円
と
す
る
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
11
、
反
対
１
で
可
決
し
ま
し
た
。

補正予算の主な内容
●職員の給与改定 129万円
●ふるさと納税の積立 1,800万円
●学童保育所運営事業 89万円
●消費者対策事業 20万円
●全小学校へのエアコン設置
 １億5,120万円

賛
成
討
論



みやしろ議会だよりNo.101 42016年（平成28年）12月定例議会5

国民健康保険税の引き上げ
賛成８ 反対４で可決

■賦課方式　　　４方式から、所得割と均等割の２方式にする
■賦課限度額の引き上げ
　　医療分　　　52万円　➡　54万円
　　後期支援分　17万円　➡　19万円
■法定外繰入金　約２億円から１億円程度に減額する
■保険税率の変更
　　医療分　　　所得割　 5.7％　➡　6.1％
　　　　　　　　資産割　 37.0％　➡　廃止
　　　　　　　　均等割　 9,000円　➡　28,200円
　　　　　　　　平等割　16,000円　➡　廃止
　　支援分　　　均等割　 5,000円　➡　9,600円
■納期の変更　　８期から９期に増やす

　

 　

国
民
健
康
保
険
の
適
正
な

運
営
を
図
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を

提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

 　

こ
の
条
例
は
、
平
成
29
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

問　

今
回
の
改
正
は
広
域
化
を

見
据
え
た
税
体
系
に
移
行
す
る

た
め
。
町
の
方
式
、
税
額
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答　

賦
課
方
式
は
県
の
標
準
に

な
る
。
資
産
割
、
平
等
割
を
廃

止
す
る
。
所
得
割
と
均
等
割
の

２
方
式
と
な
る
。

問　

厚
労
省
で
国
保
の
都
道
府

県
と
一
体
と
な
っ
て
３
４
０
０

億
円
の
公
費
投
入
を
実
行
す
る

と
な
っ
て
お
り
、
国
保
税
の
軽

減
が
期
待
さ
れ
る
。
宮
代
町
に

は
い
く
ら
入
っ
た
の
か
。

答　

１
７
０
０
億
円
が
公
費
投

入
さ
れ
た
。
保
険
者
支
援
分
と

し
て
、
町
に
は
３
０
０
０
万
円

程
度
の
公
費
の
拡
充
が
図
ら
れ

た
。

問　

３
０
０
０
万
円
を
一
般
会

計
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
国
保

に
入
れ
て
、
公
費
を
今
ま
で
ど

お
り
に
や
れ
ば
住
民
負
担
は
軽

く
な
る
の
で
は
。

答　

町
の
国
保
の
財
政
状
況
は

医
療
費
の
伸
び
に
対
し
、
国
保

税
水
準
が
県
内
で
も
低
い
こ
と

か
ら
、
１
人
当
た
り
２
万
円
以

上
の
法
定
外
繰
入
金
が
投
入
さ

れ
て
い
る
。
厳
し
い
状
況
は
変

わ
ら
な
い
。

問　

国
保
税
は
相
当
上
が
る
。

引
き
上
げ
を
抑
え
る
た
め
の
緩

和
措
置
の
金
額
の
根
拠
は
。

答　

今
回
の
改
正
で
月
５
０
０

０
円
以
上
引
き
上
が
る
世
帯
が

全
体
の
4.1
％
。
世
帯
人
数
に
よ

っ
て
１
人
当
た
り
の
引
き
上
げ

額
が
異
な
る
た
め
、
公
平
な
緩

和
措
置
と
し
て
、
１
人
当
た
り

の
引
き
上
げ
額
が
月
１
７
０
０

円
以
上
と
な
る
場
合
に
対
象
と

す
る
。
こ
れ
に
該
当
し
な
い
月

１
万
円
以
上
の
引
き
上
げ
と
な

る
世
帯
も
対
象
と
す
る
。

問　

世
帯
に
よ
っ
て
は
年
12 

万
円
も
上
が
る
。
１
人
あ
た
り

に
し
て
も
２
万
円
も
上
が
る
。

大
変
な
引
き
上
げ
だ
。
も
う
少

し
緩
和
措
置
を
増
や
す
考
え
は
。

答　

こ
れ
ま
で
皆
様
の
負
担
増

に
な
ら
な
い
よ
う
法
定
外
繰
入

金
を
投
入
し
て
財
政
を
維
持
し

て
き
た
。
無
制
限
に
投
入
し
続

け
る
こ
と
は
厳
し
い
。

問　

国
保
の
加
入
者
は
、
所
得

が
な
い
人
、
年
金
で
暮
ら
す
高

齢
者
、
非
正
規
労
働
者
な
ど
所

得
の
少
な
い
方
が
多
い
。
１
人

当
た
り
課
税
所
得
は
年
間
１
２

８
万
円
、
１
世
帯
当
た
り
の
国

保
税
が
13
万
３
３
２
９
円
。
こ

れ
で
は
悲
鳴
が
上
が
る
の
も
当

然
で
は
な
い
か
。

答　

町
の
国
保
税
の
水
準
は
埼

玉
県
東
部
地
区
で
１
世
帯
当
た

り
１
番
低
い
税
率
。
一
方
、
医

療
費
水
準
は
26
年
度
で
は
１
番

目
に
高
い
。
27
年
度
で
は
３
番

目
に
高
い
。

  

提
案
理
由

アンケートから（抜粋）
○今後の宮代町のあり方が見えない。
○議会は行政の結果についても責任を感じて下さい。
○議員一人ひとり答えてほしい。
○事前に質問内容を受け付けてはどうか。
○懇談会の時間が少なすぎる。今後も参加したい。
○追加するなら特定テーマでも行ってほしい。
○このやり方でよい。引き続き参加したい。
○町に対する意見を述べる場がほしい。

質問に対する町からの見解（抜粋）
Ⓠ 東小学校近くの五差路の改良は｡
Ⓐ  歩道整備工事は埼玉県、用地関係は町が実施主体と

なる。来年度は用地取得に向けて地権者と交渉する
予定である。

Ⓠ  東武動物公園駅西口周辺の開発は進んでいない。西
口駅前の整備は不要不急であったのでは。

Ⓐ  東武鉄道所有地の開発のことと思われるが、東武鉄
道に確認したところ地域に貢献できるような施設を
検討中とのこと｡

Ⓠ  東口整備に約40億円をかけると聞いている。西口整

備に関する事業の総括や検証を抜きに計画を進める
のはやめてほしい。

Ⓐ  東口の整備は平成18年度から埼玉県、杉戸町、宮代
町と、両町の住民による協議会で検討を重ねてきた。
事業費の40億円には、県が実施する県道整備費用と
古利根川に架かる橋の架け替え工事費用が含まれて
いる。町が実施するのは駅前広場の整備のみとなり、
それについては国庫補助金の導入も予定している。

Ⓠ  小中学校の統廃合は真剣に議論して最終的な結論を
望む。若い人を定住させる、住みよいまちづくりを
するのに、中学校を１校にして通学路の安全性をど
うするのか。和戸地区からの自転車通学は可能か。
人口の減少だけでなく通学路の安全性など総合的に
考えてほしい。

Ⓐ  町では、人口減少と公共施設の建て替えという２つ
の大きな将来課題に対応するため、平成23年度に「公
共施設マネジメント計画」をまとめた。今回の学校
説明会では、「適正配置計画」に対する意見はもと
より「定住促進」、「地域の発展」などまちづくり全
体に関する声も多い。「通学路」に対しては心配や
要望が多い。皆様との対話を通して理解を得られる
よう努めていく。

議会懇談会の声
　昨年11月12日、「町民と議員との懇談会」
を開催しました。また、町に対する質問は、町
から回答を得ました。

主
な
質
疑

反
対
討
論
　
　
山
下
秋
夫
議
員

　

国
保
の
公
費
負
担
の
増
額
を

国
に
求
め
る
こ
と
。
５
世
帯
に

１
世
帯
が
滞
納
世
帯
と
な
っ
て

い
る
現
状
か
ら
国
保
税
の
引
き

下
げ
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

小
河
原
正
議
員

　

議
員
の
期
末
手
当
の
引
き
上

げ
に
対
し
、
国
保
税
の
引
き
上

げ
は
町
民
に
負
担
を
か
け
る
。

え
ら
い
違
い
だ
。
法
定
外
繰
入

金
を
２
億
円
か
ら
１
億
円
に
半

額
に
す
る
。
こ
れ
は
理
解
で
き

る
が
、
負
担
を
増
や
し
す
ぎ
る
。

国
保
税
を
引
き
上
げ
る
政
策
よ

り
も
、
日
常
の
医
療
費
を
抑
え

る
政
策
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
。

反
対
討
論

反
対
討
論

月
給
、
ボ
ー
ナ
ス
と
も
ア
ッ
プ

〈
賛
成
11
、
反
対
１
で
可
決
〉

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、

改
定
さ
れ
た
。
今
回
の
給
与
改

定
に
伴
う
影
響
額
は
、
給
料
、

期
末
・
勤
勉
手
当
、
退
職
手
当
、

共
済
費
な
ど
合
計
で
１
１
５
３

万
７
０
０
０
円
。

反
対
討
論　

金
子
正
志
議
員

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
不

足
見
込
み
額
は
、
こ
れ
か
ら
の

４
年
間
で
９
億
９
０
０
０
万
円
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
で
、
な

ぜ
給
与
を
上
げ
る
の
か
。

　

国
税
庁
の
調
査
で
は
１
０
０

人
以
上
の
民
間
企
業
の
平
均
年

収
は
４
１
５
万
円
。
町
の
職
員

と
民
間
と
の
格
差
が
大
き
い
。

〈
全
会
一
致
で
同
意
〉

　
教
育
委
員
会
委
員
に
、
田
中

卓た
く

也や

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

〈
賛
成
７
、
反
対
５
で
可
決
〉

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
議
員
勤

勉
手
当
の
改
定
。
３
・
95
月
を

4.3
月
に
改
定
す
る
。

反
対
討
論 

丸
藤
栄
一
議
員

　

国
保
税
の
引
き
上
げ
が
行
わ

れ
住
民
に
負
担
を
か
け
な
が

ら
、
議
員
の
期
末
手
当
を
引
き

上
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

反
対
討
論 

小
河
原
正
議
員

　

平
成
28
年
３
月
議
会
で
議
員

報
酬
引
き
上
げ
は
否
決
さ
れ

た
。
町
民
の
要
望
を
満
た
す
た

め
に
お
金
を
ま
わ
す
べ
き
。

反
対
討
論 

金
子
正
志
議
員

　

町
内
の
商
品
販
売
額
、
製
造

品
出
荷
額
と
も
激
減
し
て
い

る
。
商
工
業
者
は
苦
し
ん
で
い

る
。
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。

賛
成
討
論 

山
妙
子
議
員

　

議
場
で
議
論
す
る
だ
け
で
な

く
、議
員
活
動
に
休
み
は
な
い
。

若
い
人
に
議
員
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
生
活
と
活
動
が
で
き
る
報

酬
が
必
要
で
あ
る
。

町
職
員
の
給
与
改
定

人
　
　
事

議
員
の
期
末
手
当
ア
ッ
プ

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

九、

賛
成
討
論



請 願

意見書

請 願

丸
藤
栄
一
議
員

○
住
民
意
識
調
査
の
結
果
か

ら
、
町
民
が
行
政
に
求
め
て
い

る
こ
と
は
、
高
齢
者
福
祉
や
子

育
て
支
援
の
充
実
。
市
町
村
合

併
は
要
求
と
し
て
は
高
く
は

な
い
。

中
野
松
夫
議
員

○
合
併
に
は
、
関
係
す
る
自
治

体
の
首
長
、
議
会
、
住
民
の
理

解
と
同
意
が
必
要
で
あ
る
。

小
河
原
正
議
員

○
合
併
に
よ
り
、
総
合
的
発
展

を
推
し
進
め
る
可
能
性
を
具

現
化
で
き
る
。

石
井
真
一
議
員

○
杉
戸
町
と
の
合
併
を
62
・
５

％
が
望
む
。
２
大
整
備
事
業
の

杉
戸
町
と
の
連
携
協
力
が
必

要
で
あ
る
。

金
子
正
志
議
員

○
宮
代
町
の
財
政
は
厳
し
い
。

春
日
部
、
久
喜
は
合
併
し
、
白

岡
は
単
独
で
市
に
な
っ
た
。
宮

代
町
議
会
が
自
ら
合
併
の
道

を
閉
ざ
し
て
は
い
け
な
い
。

小中学校の統廃合について慎重な取り組みを求める請願（要旨）
� 　　　　賛成 7、反対 4、退席 1 で採択
[請願の趣旨]
　宮代町では、将来見込まれる「児童生徒数の減少」と「学校施設の老朽化」を理由にして、
小学校４校を３校に、中学校３校を１校に統廃合する計画を進めようとしています。
　しかし、小中学校の統廃合は、宮代町の将来を大きく左右する問題として様々な角度から
の検討が不可欠であり、住民合意抜きに実施できるものではありません。学校の再編の説明
会が、２回ずつ各中学校校区ごとにありました。説明会では、参加者の多くが心配していた
通学路の距離や自転車通学での安全性など不安が募ったものとなりました。町は人口が減少
する説明ばかりで、人口を増やす前向きな姿勢が見られません。学校数を減らすことは地域
の活性化にはつながりません。

[請願事項]
　小中学校の統廃合は当事者である子どものことを第一に考え、早急に進めず、保護者及び
多くの町民の声を反映させ、計画の内容の見直しと再検討を求めます。

宮代町において、杉戸町と法定合併協議会の設置を進めること（要旨）
� 　　　　賛成 4、反対 8 で不採択
[請願の趣旨]
　東武動物公園駅（旧杉戸駅）は、開駅以来１世紀を超える歴史があり中央駅的性格を有し、
杉戸町住民の利用度が高く、姫宮駅、和戸駅を中心に発展してきた宮代町は、隣接する市街
化が一体となっております。また、通学、通勤、公共施設、警察、買い物など日常生活圏も
一体化されております。
　宮代町が、平成26年8月に実施した「合併意識調査」では杉戸町との合併を62.5%が希望。
宮代町が杉戸町と合併することにより、東武動物公園駅東口・西口の整備事業・商工業・農業・
教育・社会保障関連事業などの総合的発展を推し進める可能性を具現化出来ると思います。
　合併アンケートの結果、並びにこれまでの住民発議と２回に及ぶ合併の請願を尊重して、
請求します。

� 　賛成 10、反対 2 で可決し、国へ送付

　障がいがあるゆえに、何らかの社会的支援がなければ生きていけない障がい児者は年々増
加している。現行の障がい福祉施策は、居宅サービスはもちろん、グループホームや入所施
設などの社会資源の絶対的不足が慢性化しており、結果として多くの障がい児者が家族の介
護に依存した生活を余儀なくされている。家族に依存した生活の長期化は、精神的にも経済
的にも相互依存をより助長し、障がい児者の自立をますます困難なものにしている。
1.�　障がい児者が「暮らしの場」を選択できるよう、グループホームや入所
施設・通所施設などの社会資源を拡充し、福祉人材を確保すること。
2.�　入所機能を備えた地域生活支援拠点を国の責任で整備すること。
3.�　前2項を実現するために、障がい者関係予算を大幅に増額し、施策の重
要な担い手になっている地方公共団体を財政的に支援すること。

総
務
文
教
委
員
会
で
の
主
な
審
議

問　

説
明
会
の
周
知
に
つ
い
て
行
き
届
い

て
い
た
と
思
う
か
。

答　

紹
介
議
員　

説
明
会
を
知
ら
な
い
人

が
多
か
っ
た
の
で
、
出
来
る
だ
け
チ
ラ
シ

を
多
く
配
り
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

問　

請
願
事
項
に
「
計
画
内
容
の
見
直
し

と
再
検
討
を
求
め
る
」
と
あ
る
が
、
具
体

的
に
ど
う
思
っ
て
い
る
か
。

答　

紹
介
議
員　

小
中
学
校
適
正
配
置
計

画
は
地
域
に
届
い
て
い
な
か
っ
た
。
①
須

賀
中
学
校
区
の
人
た
ち
は
１
校
で
は
困
る

と
考
え
、
久
喜
境
の
地
域
は
さ
ら
に
遠
く

な
る
。
新
し
い
学
校
が
出
来
て
も
安
全
に

通
学
出
来
る
こ
と
が
必
要
、
教
育
環
境
は

一
番
大
事
な
こ
と
。
②
学
校
が
な
く
な
っ

た
ら
、
町
の
活
性
化
は
な
く
な
る
。「
計
画

の
見
直
し
と
再
検
討
」
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
松
夫
議
員

○
教
育
の
最
善
は
何
か
を
、
町
も
地
域
も

議
会
も
、
さ
ら
に
具
体
的
な
検
討
を
加
え
、

宮
代
町
に
と
っ
て
の
適
正
配
置
は
い
か
に

あ
る
べ
き
か
導
き
出
す
こ
と
が
必
要
。
ま

た
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
対
策
と
財
源
、

通
学
の
課
題
、
学
校
の
環
境
、
統
合
し
な

い
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
の
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
含
め
、
町
と
町
民
が
共
通
の
認

識
の
も
と
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

関
　
弘
秀
議
員

○
小
学
校
３
校
、
中
学
校
１
校
の
方
針
の

否
定
で
は
な
く
、
課
題
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　
　
　
丸
藤
栄
一
議
員

○
通
学
区
が
広
が
れ
ば
通
学
路
の
防
犯
・

安
全
上
の
心
配
が
あ
る
。
学
校
が
あ
れ
ば
、

住
民
が
地
域
に
と
ど
ま
り
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
む
ぎ
だ
す
。
ま
た
、
地

域
の
確
か
な
避
難
所
と
も
な
る
。
住
民
合

意
が
欠
か
せ
な
い
。

石
井
真
一
議
員

○
各
地
区
か
ら
の
要
望
、
課
題
解
決
の
説

明
会
を
多
数
開
催
し
理
解
を
得
る
努
力
が

必
要
で
あ
る
。

山
妙
子
議
員

○
教
育
は
そ
の
地
域
性
、
安
全
性
が
第
一

地
域
に
核
と
な
る
学
校
を
残
す
べ
き
。

障がい児者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早急な整備を
求める意見書（要旨）
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論

反
対
討
論

九、

賛
成
討
論

賛
成
討
論
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一 般 質 問

山
下
秋
夫　

議
員

伊
草
弘
之　

議
員

町を縦断する都市計画道路「春日部久喜線」

問 

①
都
市
計
画
道
路
春
日
部
久

喜
線
の
位
置
づ
け
、
必
要
性
は
。

②
整
備
に
向
け
、
県
へ
の
要
望
は
。

③
県
か
ら
「
見
直
し
指
針
」
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
は
。

答 

町
長　

①
町
を
南
北
に
縦
断

す
る
重
要
な
路
線
と
位
置
づ
け
て

お
り
、
防
災
道
路
と
し
て
の
役
割

も
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

②
県
道
春
日
部
久
喜
線
の
バ
イ
パ

ス
的
位
置
づ
け
と
な
る
こ
と
か
ら
、

県
事
業
と
し
て
実
施
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。

③
宮
代
町
の
都
市
計
画
道
路
網
は
、

広
域
的
観
点
か
ら
ど
れ
も
必
要
な

路
線
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
影

響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を

問 

①
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
特
徴

と
、
自
治
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
は
。

②
災
害
時
に
有
力
な
通
信
手
段
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
防
災
対
策
と
し

て
も
有
用
と
考
え
る
が
。

答 
企
画
財
政
課
長　

①
自
治
体

が
導
入
す
る
目
的
。
１
つ
目
は
観

光
振
興
と
し
て
、
観
光
客
を
誘
引

し
地
域
活
性
化
を
図
る
。
２
つ
目

は
防
災
対
策
と
し
て
、
地
域
の
安

心
・
安
全
な
環
境
を
構
築
す
る
。

３
つ
目
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
の

効
率
化
を
目
指
す
。

②
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
の
整
備

を
検
討
し
た
が
、
整
備
費
用
や
相

応
の
維
持
費
が
必
要
な
こ
と
か
ら

見
送
っ
た
。
し
か
し
、
災
害
時
に

効
果
的
な
通
信
手
段
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
注
視
し
て
い
く
。

重
要
路
線
と
し
て
位
置
付
け
県
に
要
望
し
て
い
る

都
市
計
画
道
路
「
春
日
部
久
喜
線
」
の
実
現
を

問 

埼
玉
県
内
で
は
、
小
中
学
校

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
進
ん
で
い

る
。
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て

設
置
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

答 

町
長　

小
学
校
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
申
請
の
採
択
が
で
き
た

た
め
、
今
議
会
に
提
案
し
、
普
通

教
室
と
音
楽
室
へ
設
置
す
る
。
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
を

申
請
中
で
あ
る
。　

問 

学
校
統
廃
合
の
説
明
会
が
行

わ
れ
た
が
、
町
は
住
民
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
。

答 

教
育
長　

定
住
促
進
、
地
域

住
民
の
街
づ
く
り
の
声
が
大
き
く
、

対
話
に
は
十
分
な
時
間
を
か
け
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問 

文
科
省
の
公
立
小
中
学
校
適

正
規
模
・
配
置
な
ど
に
関
す
る
説

明
書
で
は
、「
地
域
住
民
の
十
分

な
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
。
本

手
引
き
を
機
械
的
に
適
用
す
る
こ

と
は
適
当
で
は
な
い
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
住
民
の
合
意
な
し
で
は
、

統
廃
合
は
行
わ
な
い
と
キ
ッ
パ
リ

表
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答 

教
育
長　

方
針
は
あ
る
が
、

住
民
の
理
解
な
し
に
、
一
方
的
に

進
め
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

　
公
営
住
宅
は
ど
う
な
っ
て
い
る

問 

公
営
住
宅
の
進
ち
ょ
く
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

４
階
建
て
で
戸
数
は
20
戸
で
あ
る
。

臨
時
職
員
の
賃
金
単
価
の
改
善
を

問 

町
の
臨
時
職
員
と
民
間
契
約

会
社
の
賃
金
単
価
の
改
善
を
。

答 

総
務
課
長　

国
・
県
・
近
隣

市
町
の
動
向
を
注
視
し
、
対
応
す

る
。　

１日も早い教室へのエアコンの設置を

小
学
校
の
普
通
教
室
と
音
楽
室
に
設
置
す
る

国
の
補
助
を
活
用
し
て
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を １．伊草 弘之 議員 ……………………………  P9

① 都市計画道路春日部久喜線の早期実現を
② 町内公共施設に公衆無線LANの整備を

２．山下 秋夫 議員 …………………………  P9
① 公営住宅の建設
② 小中学校にエアコン設置の考えは
③ 小中学校適正配置
④ 宮代町のために働く、労働者の待遇改善を

３．関　弘秀 議員 ……………………………  P10
① 災害対策
② 町内における危険ヶ所への取組み

４．中野 松夫 議員 ……………………………  P10
① 自主防災会および町の防災訓練
② 庁舎周辺の課題
③ 宮代20景の選定

５．⻆野 由紀子 議員 …………………………  P11
① 高次脳機能障害支援と各種計画
② 榎本町政と解決すべき課題

６．小河原　正 議員 …………………………  P11
① 自然の森の敷地
② 職員のパソコン業務
③ 久喜宮代衛生組合の覚書
④ 小中学校の適正配置

７．唐沢 捷一 議員 ……………………………  P12
① 平成29年度予算（案）の重点施策と財源
② 町民文化活動の充実

８．　山 妙子 議員 …………………………… P12
① �小中学校適正配置の説明会の結果をふまえ

て、今後はどう取り組むのか
② �和戸駅の駅前広場が町道になり、今後の整

備が必要、できることは何か
③ �防犯パトロール犬の取り組みの質問を受け、

その後の状況とどのように進展したのか

９．野原 洋子 議員 ……………………………  P13
① 宮代町の生活保護受給者の対応は
② 小中学校適正配置計画
③ 東武動物公園駅西口開発
④ 小学校の立哨当番
⑤ 姫宮駅トイレの洋式化は

10．丸藤 栄一 議員 ……………………………  P13
① 国民健康保険税の引き上げは撤回を
② 小中学校の統廃合問題
③ 人口減少を抑え「元気なまち宮代」の実現を

11．石井 眞一 議員 ……………………………  P14
① �榎本和男町長のまちづくりと平成29年度の

予算編成
② �中島地区新橋通り線（一般県道蓮田杉戸線）

の拡幅整備
③ 東武動物公園駅東口整備
④ 町内循環バスの運行ルートの見直し

12．金子 正志 議員 ……………………………  P14
① 職員と臨時職員の賃金格差
② 中学校の統廃合
③ 合併アンケートの結果を生かして

一般質問項目一覧（抽選順）

町政をただす

　一般質問は11月28日、29日、30日
の３日間おこなわれました。12人の議
員が登壇し、小中学校の適正配置、新年
度の予算編成、駅周辺整備、道路整備な
ど37項目にわたり、町の考えをただし
ました。
　ここに掲載したものは、質問・答弁と
もに質問者が509文字にまとめたもので
す。

本会議の様子

九
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一 般 質 問

小
河
原　

正　

議
員

中
野
松
夫　

議
員

問 

西
原
自
然
の
森
の
敷
地
は
、

平
成
30
年
度
に
契
約
が
満
了
す
る
。

地
権
者
の
意
向
と
町
の
考
え
は
、

借
地
継
続
か
土
地
の
買
収
か
。

答 

企
画
財
政
課
長　

西
原
自
然

の
森
の
地
権
者
は
、
３
名
。
そ
の

う
ち
１
名
の
方
が
借
地
面
積
の
９

割
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
借
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
そ
の
方
と
複
数
回
お
話

を
し
て
い
る
。

　

西
原
自
然
の
森
は
、
郷
土
資
料

館
の
ほ
か
、
旧
加
藤
家
、
旧
斉
藤

家
住
宅
、
旧
進
修
館
と
い
っ
た
町

の
指
定
文
化
財
や
屋
敷
林
な
ど
を

含
め
て
、
ひ
と
つ
の
エ
リ
ア
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
エ
リ
ア
全
体
と
し

て
の
利
用
に
つ
い
て
話
を
し
て
い

る
。

　

方
向
性
は
、
今
後
も
借
地
と
し

た
場
合
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な

い
の
で
、
町
と
し
て
も
購
入
の
方

向
性
も
含
め
検
討
し
て
お
り
、
地

権
者
に
は
そ
の
点
も
話
を
し
て
い

る
。

　

久
喜
宮
代
衛
生
組
合
の
覚
書

問 

平
成
26
年
に
久
喜
市
と
宮
代

町
は
、
新
処
理
施
設
の
覚
書
を
交

わ
さ
れ
た
が
、
過
日
、
し
尿
処
理

関
係
は
白
紙
に
な
っ
た
と
説
明
さ

れ
た
が
。

答 

町
民
生
活
課
長　

し
尿
処
理

施
設
の
統
合
は
、
し
尿
な
ど
の
処

理
対
象
物
や
処
理
対
象
地
区
の
検

討
並
び
に
施
設
整
備
費
、
維
持
管

理
費
用
を
加
味
し
た
上
で
、
総
合

的
に
検
討
し
て
い
る
。
現
在
の
セ

ン
タ
ー
は
、
閉
鎖
が
確
定
し
て
い

る
。

自然の森は町の指定文化財

購
入
の
方
向
性
を
含
め
て
検
討
し
て
い
る

西
原
自
然
の
森
は
借
地
か
買
収
か

⻆
野
由
紀
子　

議
員

計画に支援策を盛り込んで

問 

高
次
脳
機
能
障
害
の
方
は
ど

こ
に
相
談
に
い
っ
た
ら
い
い
の
か
。

答 

福
祉
課
長　

身
近
な
窓
口
で

あ
る
福
祉
課
と
健
康
介
護
課
が
連

携
し
て
対
応
し
、
必
要
な
場
合
県

の
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
の
相
談
を
案
内
し
て
い
く
。

問 

高
次
脳
機
能
障
害
の
周
知
、

啓
発
は
行
っ
て
い
る
か
。

答 

福
祉
課
長　

高
次
脳
機
能
障

害
は
精
神
障
害
に
含
ま
れ
る
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
特
化
し
た
啓
発

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
方
策
な
ど

の
研
究
を
行
い
、
障
が
い
者
施
策

や
介
護
保
険
施
策
の
中
に
盛
り
込

め
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

プ
ラ
ン
に
支
援
の
文
言
を

問 

み
や
し
ろ
健
康
福
祉
プ
ラ
ン

（
障
が
い
者
基
本
計
画
、
障
が
い

者
福
祉
計
画
、
高
齢
者
福
祉
計
画
、

介
護
保
険
事
業
計
画
）
な
ど
に
高

次
脳
機
能
障
害
の
文
言
を
明
記
し

て
ほ
し
い
。

答 

福
祉
課
長　

配
慮
し
た
も
の

と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

問 
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域

福
祉
計
画
の
策
定
予
定
は
あ
る
か
。

答 

福
祉
課
長　

平
成
29
年
度
中

に
策
定
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉
計
画
、
障
が
い
者
福

祉
計
画
な
ど
が
平
成
30
年
開
始
時

期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
関
連
す

る
計
画
を
包
括
的
に
つ
な
ぎ
、
横

断
的
な
連
携
の
も
と
に
地
域
福
祉

の
向
上
を
図
る
も
の
と
し
て
い
き

た
い
。

平
成
29
年
度
中
に
策
定
の
予
定
に
な
っ
て
い
る

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
予
定
は
あ
る
か

関　

弘
秀　

議
員

問 

災
害
発
生
時
の
避
難
所
の
流

れ
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

震
度
６
弱

以
上
の
非
常
体
制
第
２
配
備
の
際

は
、
予
め
定
め
ら
れ
た
職
員
が
災

害
対
策
本
部
長
（
町
長
）
の
指
示

を
待
た
ず
全
避
難
所
を
開
設
。
震

度
５
強
以
下
の
場
合
は
、
災
害
対

策
本
部
長
（
町
長
）
が
町
域
の
避

難
所
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
開
設

を
職
員
に
命
じ
開
設
。
急
を
要
す

る
場
合
は
、
施
設
管
理
者
が
開
設
。

問 

避
難
所
運
営
の
訓
練
の
実
施

状
況
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

平
成
21
年

度
か
ら
避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施
。

平
成
22
年
度
か
ら
役
割
別
の
宿
泊

訓
練
を
実
施
。
平
成
26
年
度
以
降

は
訓
練
内
容
の
見
直
し
を
図
る
た

め
休
止
し
て
い
る
。

問 

他
の
自
治
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
か
ら
の
応
需
へ
の
体
制
。

答 

町
民
生
活
課
長　

近
隣
市
町

と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
。
発

災
後
直
ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
受
入
名
簿
を
作

成
し
派
遣
・
調
整
を
行
う
。

問 

被
災
者
援
護
の
基
礎
と
な
る

被
災
者
台
帳
の
導
入
、
運
用
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

避
難
者
名

簿
は
、
行
方
不
明
者
な
ど
の
早
期

把
握
。
食
料
品
、
飲
料
水
、
生
活

必
需
品
な
ど
の
供
給
数
の
把
握
に

活
用
。
こ
の
た
び
の
防
災
行
政
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
に
お
い
て
、

り
災
証
明
に
係
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
り
災
証
明
を
速
や
か
に
発

行
で
き
る
体
制
を
構
築
。

地
域
を
主
体
に
避
難
所
開
設
・
訓
練
を
実
施

災
害
発
生
時
の
避
難
所
運
営
、
支
援
体
制
は

避難場所案内板の確認を

自分たちの地域は自分たちで守る

問 

自
主
防
災
会
が
誕
生
し
て
か

ら
20
年
。
現
在
53
の
自
主
防
災
会

が
あ
る
。
再
確
認
と
し
て
、
自
主

防
災
会
の
主
な
役
割
は
。
ま
た
、

町
民
の
認
識
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
連
帯
感
に
基
づ
き
、
災
害
被

害
を
予
防
す
る
活
動
を
行
う
組
織

で
あ
る
。

　

日
常
は
、
防
災
知
識
の
普
及
啓

発
、
防
災
訓
練
や
地
域
の
安
全
点

検
、
防
災
資
機
材
の
備
蓄
と
点
検

な
ど
の
活
動
に
取
り
組
む
。

問 

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

リ
ー
ダ
ー

養
成
を
目
的
に
、
防
災
・
防
犯
マ

ス
タ
ー
講
座
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
１
１
４
名
の
方
を
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
認
定
し
て
い
る
。

問 

町
が
指
導
す
る
防
災
訓
練
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

民
間
発
行

の
自
主
防
災
組
織
活
動
と
こ
れ
を

補
完
す
る
町
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
配
布
し
て
い
る
。

　

内
容
は
消
火
、
避
難
、
給
食
給

水
、
情
報
伝
達
、
災
害
時
要
援
護

者
の
ケ
ア
訓
練
な
ど
で
あ
る
。

問 

町
の
防
災
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
の

多
く
は
災
害
発
生
後
の
訓
練
が
多

い
。
先
ず
自
身
の
命
を
守
る
メ
ニ

ュ
ー
も
充
実
す
べ
き
。

答 

町
民
生
活
課
長　

災
害
前
の

対
策
や
災
害
時
の
行
動
訓
練
は
難

し
く
、
座
学
に
な
り
が
ち
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
応
じ
た
訓
練
、

講
演
内
容
を
考
え
工
夫
し
て
い
き

た
い
。

場
面
に
応
じ
た
訓
練
、
講
演
を
工
夫
し
た
い

先
ず
自
身
の
命
を
守
る
訓
練
が
必
要
で
は
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一 般 質 問

丸
藤
栄
一　

議
員

問 

来
年
度
予
算
（
案
）
は
、
榎

本
町
長
の
節
目
の
予
算
編
成
で
あ

り
、
町
民
と
の
約
束
を
果
た
す
予

算
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
。

答 

町
長　

任
期
中
の
総
仕
上
げ

の
予
算
編
成
と
し
て
臨
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
、
定
住
促
進
対
策
の

充
実
。
都
市
計
画
道
路
整
備
や
橋

り
ょ
う
修
理
な
ど
の
基
盤
整
備
。

待
機
児
童
対
策
、
子
育
て
広
場
の

機
能
拡
充
に
よ
り
定
住
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
で
あ
る
若
い
世
代
に
向
け
た

分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
。
介
護

予
防
、
健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
保

険
事
業
の
充
実
。
農
地
の
集
約
化

や
六
次
化
の
推
進
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
販
路
開
拓
な
ど
の
産
業

振
興
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
小
学
校
全
校
に
空
調
設

備
整
備
を
実
施
す
る
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
『
す
み
や
す
さ

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
感
で
き
る
予
算
編
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

文
化
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

問 

現
在
、
町
内
で
は
多
く
の
文

化
活
動
グ
ル
ー
プ
が
活
躍
し
て
お

り
、
町
は
さ
ら
な
る
支
援
を
す
べ

き
で
あ
る
。

答 

教
育
推
進
課
長　

町
の
文
化

協
会
に
16
団
体
が
加
盟
し
て
お
り
、

会
員
数
は
５
６
２
名
。

　

こ
の
ほ
か
、
加
盟
団
体
以
外
で

も
各
公
民
館
で
の
活
動
団
体
は
58

団
体
あ
る
。
町
は
、
今
後
と
も
町

民
の
文
化
活
動
の
充
実
発
展
に
向

け
て
、
さ
ら
に
環
境
整
備
に
努
め

て
行
く
。

町
民
の
声
に
応
え
る
予
算
を
目
指
す

新
年
度
予
算
は
町
民
と
の
約
束
を
第
一
に

全小学校にエアコンを導入する

唐
沢
捷
一　

議
員

長く受け継がれてきた良き小中一貫教育

問 

①
説
明
会
の
周
知
は
十
分
か
。

②
意
見
を
受
け
止
め
、
住
民
が
理

解
で
き
る
内
容
に
沿
え
る
か
。
③

「
中
学
校
を
１
校
」
に
対
す
る
多

く
の
意
見
の
反
映
は
。
④
統
廃
合

と
定
住
促
進
と
ど
う
結
び
つ
く
か
。

答 

教
育
長　

①
情
報
が
十
分
届

か
な
か
っ
た
と
聞
く
。
発
信
の
手

法
に
工
夫
と
改
善
に
努
め
る
。
②

数
十
年
先
を
見
据
え
た
考
え
方
と

し
て
児
童
生
徒
数
の
減
少
を
見
越

し
た
対
策
は
必
要
。
③
時
間
を
か

け
地
域
住
民
と
の
対
話
に
努
め
、

納
得
す
る
計
画
と
し
実
現
し
た
い
。

答 

町
長　

④
地
域
の
拠
点
づ
く

り
で
あ
り
、
地
域
活
動
を
発
展
す

る
取
り
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

魅
力
あ
る
「
教
育
」
「
地
域
」
を

町
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

和
戸
駅
前
広
場
の
活
用

問 

①
平
成
22
年
に
東
武
敷
地
か

ら
町
道
と
な
り
、
整
備
や
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。
②
バ
ス
停
へ
の

照
明
設
置
を
。
③
暗
い
駅
前
に
街

路
灯
の
設
置
を
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

①
現
在
の
交
通
量
で
は
難
し
い
。

答 

企
画
財
政
課
長　

②
安
全
面

を
考
慮
、
バ
ス
停
の
位
置
を
明
る

い
場
所
に
移
設
で
き
る
か
検
討
。

答 

町
民
生
活
課
長　

③
地
域
の

要
望
と
申
請
が
あ
れ
ば
、
検
討
部

会
で
調
査
、
検
討
、
対
応
す
る
。

問 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
犬
の
取
り

組
み
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

実
施
中
の

宮
代
台
地
区
同
様
に
要
望
が
あ

れ
ば
、
安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
に
て
対
応
す
る
。

時
間
を
か
け
対
話
に
努
め
、
計
画
の
実
現
を

小
中
学
校
適
正
配
置
の
今
後
の
取
り
組
み
は

野
原
洋
子　

議
員

東部中央福祉事務所（相談は町福祉課へ）

問 

生
活
保
護
受
給
者
へ
の
町
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答 

福
祉
課
長　

市
町
村
で
は
市

の
み
が
福
祉
事
務
所
の
設
置
義
務

者
と
な
る
た
め
、
町
の
役
割
と
し

て
は
相
談
者
を
最
初
に
受
け
付
け

る
第
一
次
窓
口
と
し
て
相
談
者
の

困
窮
状
態
な
ど
を
聞
き
取
り
、
県

の
東
部
中
央
福
祉
事
務
所
に
繋
げ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
宮
代
町
担
当
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
３
名
配
置
さ
れ
て
お

り
、
月
１
回
の
面
談
や
家
庭
訪
問

を
通
じ
、
最
新
の
生
活
実
態
の
把

握
に
努
め
、
指
導
ま
た
は
指
示
を

行
っ
て
い
る
。

問 

こ
の
制
度
が
人
の
弱
さ
を
助

長
し
て
い
る
側
面
も
あ
り
、
年
金

受
給
者
の
方
と
の
不
公
平
感
も
あ

る
。
受
給
者
に
対
し
軽
微
な
就
労

斡
旋
な
ど
で
き
な
い
も
の
か
。

答 

福
祉
課
長　

生
活
保
護
を
受

け
る
た
め
に
は
、
世
帯
全
員
が
そ

の
利
用
し
得
る
資
産
、
能
力
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
活
用
す
る
こ

と
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
十
分

な
調
査
で
可
否
を
決
定
し
て
い
る
。

制
度
は
自
立
の
援
助
を
図
る
こ
と

も
目
的
と
し
て
お
り
、
常
に
就
労

支
援
専
門
員
が
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

と
連
携
し
、
就
労
自
立
の
た
め
の

支
援
を
行
い
、
保
護
の
終
了
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

問 

姫
宮
駅
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
。

答 

企
画
財
政
課
長　

姫
宮
駅
ト

イ
レ
の
洋
式
化
は
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
が
、
し
ば
ら
く
は
多

機
能
ト
イ
レ
の
利
用
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

県
福
祉
事
務
所
と
連
携
し
て
対
応

宮
代
町
の
生
活
保
護
受
給
者
の
対
応
は

問 

埼
玉
県
で
は
２
０
１
８
年
の

広
域
化
に
む
け
て
、
準
備
を
進
め

て
い
る
が
、
宮
代
町
の
よ
う
に
、

国
保
税
の
引
き
上
げ
を
予
定
し
て

い
る
自
治
体
は
あ
る
か
。

答 

住
民
課
長　

松
伏
町
は
今
年

度
か
ら
賦
課
方
式
や
税
率
の
改
正

が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
多
く
の

市
町
村
で
は
県
か
ら
示
さ
れ
る
納

付
金
や
標
準
保
険
税
率
を
待
っ
て

い
る
傾
向
に
あ
る
。

問 

今
回
の
国
保
税
の
引
き
上
げ

に
よ
っ
て
、
総
額
と
１
世
帯
当
た

り
、
１
人
当
た
り
の
負
担
増
は
。

答 

住
民
課
長　

２
０
１
５
年
度

の
試
算
で
は
、
総
額
で
約
９
４
０

０
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

引
き
上
が
る
世
帯
で
は
、
１
世
帯

当
た
り
年
平
均
で
約
１
万
６
７
０

０
円
、
１
人
当
た
り
９
８
９
０
円

の
増
と
な
る
。

問 

国
保
税
の
引
き
上
げ
で
、
さ

ら
に
滞
納
者
は
増
え
な
い
か
。

答 

住
民
課
長　

被
保
険
者
の
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と

は
、
十
分
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

そ
の
た
め
、
被
保
険
者
全
体
で
広

く
、
少
し
ず
つ
負
担
し
て
も
ら
え

る
よ
う
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

学
校
統
廃
合
は
住
民
合
意
が
必
要

問 

統
廃
合
の
計
画
は
、
あ
ま
り

に
も
拙
速
で
あ
り
、
住
民
合
意
の

点
で
も
容
認
で
き
な
い
。
説
明
会

で
も
多
く
の
住
民
か
ら
「
問
題
あ

り
」
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
が
。

答 

教
育
長　

計
画
ど
お
り
進
め

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
今
後
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
十
分

に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

医療費を抑えるためにも健診の受診率を上げるべき

１
世
帯
当
た
り
年
額
で
約
１
万
６
７
０
０
円
の
増

国
保
税
の
引
き
上
げ
で

住
民
負
担
は
ど
う
な
る

九
山
妙
子　

議
員
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石
井
眞
一　

議
員

問 

東
武
動
物
公
園
駅
東
口
整
備

に
つ
い
て
①
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

②
事
業
認
可
申
請
の
時
期
は
。

③
事
業
化
に
向
け
た
、
埼
玉
県
、

杉
戸
町
と
の
連
携
協
議
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

①
駅
前
広
場
の
整
備
を
進
め
て
い

く
う
え
で
は
、
用
地
の
確
保
が
必

要
。
区
域
内
の
建
物
な
ど
の
補
償

費
用
を
算
定
す
る
た
め
の
調
査
を

行
っ
て
い
く
予
定
。

　

平
成
28
年
11
月
10
日
に
開
催
さ

れ
た
「
ま
ち
・
道
づ
く
り
協
議
会
」

に
お
い
て
地
元
の
皆
様
に
調
査
内

容
の
説
明
を
し
た
。
今
年
度
は
こ

の
調
査
を
行
い
、
来
年
度
は
、
こ

の
調
査
結
果
を
も
っ
て
権
利
者
の

皆
様
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
、
用

地
の
交
渉
を
行
っ
て
い
く
。

②
現
在
、
認
可
申
請
資
料
を
作
成

し
て
い
る
。
今
年
度
中
に
事
業
認

可
を
目
指
し
て
埼
玉
県
道
路
街
路

課
や
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
、
杉

戸
町
と
調
整
を
進
め
て
い
る
が
、

補
助
金
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

③
埼
玉
県
道
路
街
路
課
と
３
回
、

杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
２
回
、
杉

戸
町
と
６
回
、
杉
戸
県
土
整
備
事

務
所
・
杉
戸
町
と
３
者
に
よ
る
協

議
を
１
回
、
合
計
12
回
の
協
議
を

重
ね
て
き
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

駅
前
広
場
や
東
武
動
物
公
園
駅
東

口
通
り
線
の
整
備
時
期
、
整
備
手

法
、
事
業
認
可
申
請
の
進
め
方
や

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
な
ど
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
駅
前
広
場
整

備
を
先
行
的
に
行
っ
て
い
く
方
針

が
固
ま
っ
た
。

今
年
度
中
に
事
業
認
可
を
目
指
す

東
武
動
物
公
園
駅
東
口
駅
前
広
場
の

事
業
認
可
は

早期の事業認可が待たれる東武動物公園駅東口

金
子
正
志　

議
員

宮代・杉戸両町民が利用する東武動物公園駅（東口イメージ）

問 

平
成
24
年
９
月
議
会
に
、
当

時
の
榎
本
議
員
は
住
民
意
識
調
査

の
一
般
質
問
を
し
て
い
る
。
「
町

と
し
て
住
民
の
考
え
を
知
る
た
め

の
意
向
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

合
併
の
機
運
の
目
に
な
り
得
る
こ

と
も
あ
る
」
と
、
調
査
の
必
要
性

を
訴
え
て
い
る
。
１
年
後
に
、
榎

本
議
員
は
町
長
選
挙
に
立
候
補
し
、

見
事
に
当
選
し
、
公
約
通
り
住
民

意
識
調
査
を
実
施
し
た
。

　

①
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

見
て
、
住
民
は
ど
の
よ
う
な
判
断

を
し
た
と
考
え
る
か
。　

　

②
住
民
投
票
の
考
え
は
。

答 

町
長　

①
近
隣
の
多
く
の
市

町
が
合
併
し
て
い
る
こ
と
や
厳
し

い
町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
住

民
は
「
合
併
も
選
択
肢
の
ひ
と
つ

と
考
え
て
い
る
」
と
思
う
。

　

②
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
で
直
接

請
求
が
提
出
さ
れ
る
の
か
分
か
ら

な
い
な
か
で
住
民
投
票
に
つ
い
て

申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問 

職
員
と
臨
時
職
員
の
賃
金
格

差
を
改
善
す
る
考
え
は
。

答 

総
務
課
長　

今
年
度
は
オ
フ

ィ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
賃
金
の
大
幅

な
見
直
し
を
行
っ
た
。
今
後
も
、

社
会
経
済
状
況
や
近
隣
市
町
の
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
定
期
的
に

適
切
な
見
直
し
を
図
る
。

中
学
校
１
校
へ
の
統
廃
合

問 

須
賀
中
学
校
の
説
明
会
で
の

意
見
へ
の
対
応
は
。

答 

教
育
長　

学
校
数
は
対
話
が

必
要
と
考
え
る
。
情
報
提
供
と
対

話
に
努
め
、
実
施
に
あ
た
り
住
民

合
意
の
上
で
進
め
る
。

合
併
も
選
択
肢
の
ひ
と
つ

合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
生
か
し
て

先 進 自 治 体 に 学 ぶ 委員会報告

福祉産業委員会　10月６日 総務文教委員会　10月５日

滞在型市民農園
クラインガルテン栗

くり も と

源
小中学校の統廃合の方針と

金
かな

砂
さ

郷
ごう

中学校の統合の取り組み
　香取市は水と緑に囲まれ、主要産業に観光と農
業を挙げています。「農」や「自然」を活かし、
滞在しながら野菜や花づくりを楽しみたいという
都市住民のニーズに対し取り組んでいるのが滞在
型市民農園「クラインガルテン栗源」です。

■施設の概要　
　310㎡の土地
に約35㎡のラ
ウベという小屋
と110㎡の畑が
付いている。
　ラウベは居間、
キッチン、バス、トイレ、エアコンが整備された
宿泊施設である。
　施設は市の直営で、運営は㈲紅小町の郷へ業務
委託している。野菜の栽培方法などは、地元の農
家が指導を行っている。

■施設の目的　単なる収益施設ではなく、指定管
理の「道の駅」を中心とした総合的な都市と農村
との交流を展開する内容として整備した。千葉県
初の滞在型市民農園であり、メディアへのＰＲ効
果や地域のイメージアップを図る狙いがあった。

■地域住民との交流や生きがい効果　
　地元農家と利
用者とは、交流
会を行って親交
を深めている。
　生きがい効果
としては、農業
指導や交流で、喜びややりがいを感じている。

　視察先は、宮代町の「新しい村」と同じような
構成になっています。当町において、滞在型市民
農園を直ちに整備はできません。
　しかし、「新しい村」のように施設を維持管理
する業務と町の施策を行うという業務が混在する
施設の管理運営をどのように行うかを考えたとき
に、香取市が行っている制度が参考になります。

千葉県香
かとり

取市 茨城県常
ひたち お お た

陸太田市

　常陸太田市は茨城県の北部に位置し、平成16年
金砂郷町、水府村、里美村を編入合併し、新制常
陸太田市が誕生しました。面積は371k㎡、人口は
51,578人です。

■小中学校適正配置　少子化の影響で児童生徒が
減少し、学
校の小規模
化が急速に
進んでいる。
　学習指導
をはじめ教
育活動を遂行する上で様々な問題が生じてくるこ
とが懸念される中、「常陸太田市学校施設整備計
画」を策定している。

■金砂郷中学校の統合　合併前の旧金砂郷町の南
中学校と北中
学校を統合し、
金砂郷中学校
とし、平成27
年度、生徒数
288人でスタ
ートしている。
　新校舎は、
人と自然が共
生する学び舎のごとく、理想的な教育環境の中で
はきはきしたあいさつにみえる生徒たちの明るく
のびのびした姿が印象に残った。
　地域住民や保護者への説明会は、２年間で16回
開催し、学校運営に関する調整会議は計19回開催
している。

　当町での小中学校の適正配置について、保護者
や地域の方々の合意形成が何より必要であり、ま
ずは多くの町民の理解を得ることが肝要でありま
す。
　小中学校の大改修計画（トイレ、空調など）も
公表し、短、中、長期なのか明確に、地区・地域
などに憶測や混乱をきたすことのないような配慮
も必要です。

新校舎中央は吹き抜けて、
光と風が満ち溢れている

宿泊施設「ラウベ」


